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j､はじめに

国際連合には地域経済委員会として次の5つが

設置されている.アジア木平洋経済社会委員会

(ESCAP),欧州経済委員会(ECE),ラテンアメリ

カ･カリブ経済委員会(ECLAC,スペイン語の略称

ではCEPAL),アフリカ経済委員会(ECA),西アジ

ア経済社会委員会(ESCWA).このうちESCAPは

アジアの地球科学関係者にとってなじみが深いが,

他の委員会についてはあまり知られていない.こ

のたび筆者は鉱業と環境に関する環境省のプロジ

ェクトに関連してCEPALの鉱業部門を訪れる機会

に恵まれたので,ここに報告したい.

2.国連ラテンアメリカ｡カリブ経済委員会

(CEPAL)について

ラテンアメリカ･カリブ経済委員会(本稿では以降

CEPALと記述する)は国連経済社会理事会におい

て1948年にラテンアメリカ経済委員会として創設さ

れ,同年活動を開始した.1984年,名称をラテン

アメリカ･カリブ経済委員会(Comisi6nEcon6ica

paraAm6ricaLatinaye1Caribe)と改めた(略記

には変更なし).本部はチリのサンティアゴに置い

ている(写真1).名称の変更が示すように,当初は

ラテンアメリカの経済発展支援,開発計画のゴｰデ

ィｰネｰション,地域間の経済関係強化を設立の目

的としたが,現在は対象をカリブ諸国にまで広げて

おり,活動目的には社会的発展の促進が加えられ

た.加盟国は41を数え,その大部分(33力国)がラ

テンアメリカおよびカリブ地域の国々である.

CEPALには2つの地域本部があり,中央アメリカ

地域本部をメキシコシティｰに,カリブ地域本部を

フエルト･エスパｰニャにおいている.設置はそれ

ぞれ,1951年と1966年である.この他,ブエノス･

アイレス,ブラジリア,モンテビデオ,ずコタに事務所

があり,ワシトンDCには連絡事務所がある.

3.CEPALの活動

CEPALはラテンアメリカ及びカリブ諸国における

中･長期的経済または社会動向を研究する専門的

機関として機能してきた.その活動は歴史的には5

つの時期に分けて考えることができる.

創設から50年代

輸入代替による工業化

60年代工業化の障害を除去するための改革

70年代社会均等化,また輸出国への転身をめざ

した経済発展スタイルの見直し

80年代｢成長を伴う調整｣による対外債務問題

の解決

90年代公正を期した生産構造改革

写真1チリのサンティアゴにある国連ラテンアメリカ･カ

リブ経済委員会(CEP此)の本部ビル.

1)産総研国際地質協力室

キｰワｰド:国連,EC工AC,CEPAL､スモｰルスケｰルマイニング
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方法論の展開において多種多様な要素が組み合わ

されるのもCEPALが一貫して持っている特徴であ

る.とくに貧困撲滅を目指して,社会の発展や平等

について総合的な取り組みをしようとする姿勢が

顕著である.

4.資源問題に対するとりくみ

CEPALは資源開発の問題についても,技術に偏

ることなく,包括的に取り組もうとしている.すなわ

ち,経済的検討,環境保護･修復,技術支援,従

事者の装備,トレｰニング,関係者の健康,作業の

安全性,その他(税制,児童労働等)のどれをも無

視することなく,活動を展開`している.

具体的な活動としては,鉱業に対する投資の状

況調査,域内の鉱業に関する公式報告書作成,域

内政府に対する政策上,技術上の助言(鉱夫一人

一人との対話を含む),CIMME,CAMMAという

2つの国際会議の開催等がある.CIMMEは

｢InterparamentaryConferenceonMiningand

EnergyMinisters｣のスペイン語略称,CAMMA

は｢AmualConferenceofMiningMinistriesof

America｣のスペイン語表記｢1aConferencia
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CaS｣の略称である.後者は北米を含む形の大きな

会議で,カナダ政府と共催しており,我が国でもよ'

く知られている(たとえば日島2000).

CEPALは第1図に示すように複数のdivisi6nに
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第1図ラテンアメリかカリブ経済委員会の組織図(ホｰムペｰジから).
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分かれているが,このうち,環境および人問居住デ

ィビジョンと天然資源およびインフラストラクチャデ

ィビジョンが担当する｢環境と地質資源の持続性｣

副プログラムが,｢鉱物資源とエネルギｰ資源｣｢経

済と環境｣というテｰマを含んでいる.現在,鉱業

を規模ではなく,従事者の管理の難易に応じた新

しい分類を用いて区分し,よりよい開発計画につ

ながる方法論を模索している.この背景には中南

米の鉱業がスモｰルスケｰルマイニングに大きく依

存しているという事実がある.1990年代のラテンア

メリカの経済は市場開放と国際投資による資本流

入によって特徴付けられ,鉱業もその例外ではな

かったが,スモｰルスケｰルマイニングはその中に

あって近代化の流れに取り残されたのである.し

かし,ラテンアメリカ･カリブ地域では従事者が140

万から160万人存在すると推定されており(Chap-

arro,2000)見過ごしに出来ないのである.

5､終わりに

我が国にとってアジアｰ太平洋地域が重要であ

ることは言を待たないが,太平洋をはさんだ反対側

に本拠を置くためか,我が国ではCEPALの知名度

が低い.しかし,チリにおいて探査活動を行う我が

国の企業もあり,その動向は無視できないところで

ある｡辛し.､産業技術総合研究所の地圏資源環境部

門はその環境関係プロジェクト展開のためCEPAL

の天然資源およびインフラストラクチャディビジョン

と合意書(LetterofIntention)を取り交わす運び

となった.こ･れを契機に資源環境分野のみならず,

各領域で交流が活発になることを願ってやまない.

謝辞:本稿に記述した内容のうち現地訪問は環境

研究総合推進費による｢ゴｰルドラッシュ地域にお

ける環境管理,環境計画およびリスクコミュニケｰ

ションに関する学際的研究｣によって実施した.研

究を承認された環境省および支援された産業技術

総合研究所各位に厚くお礼申し上げる.
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